
一年女子バスケットポールの学習指導

^ハーフコートバスケットボールを取り入れて

1.はじめに

バスケツトボールは、ーつのコートで5人ずっニチームがーつのボールを媒介にして得点を吐い

合うスポーツである。それを構成する技術の三本柱は、パス、ドリブル、シュートである。その周

辺の技術には、相手の守り方、守りの構え方、攻めの動き方などの要素がある。

中学校一年生女子の段階でのゲームの様相は、ポールを中心にコート上の全員が集中するダンゴ

型になることが多い。これは、いろいろなプレー、技術の発現を疎外してぃることは言うまでもな

く、また、ポールの取り合いからへルドポールになることが多く、そのことが技術の進歩を妨げて

いる。

学習形態は、グループ練習→5対5のゲームというのが従来多い形態である。 5対5のゲームに

なると個人のボール触球回数が少なく、ゲーム中全くポールをさわることのない生徒も出て、個人

技術の向上という点に関してはよくないと考える。

バスケヅトボールの授業で生徒が求めるものは楽しさである。楽しかっ九という甲いが残るのは

シヨートが入った時の喜びが第一である。次に、うまくパスが通った時、ゲームに勝った時などで

ある。こうした楽しさを生徒に得させるためには、パス、シュート、ドリプルなどの個人技術の向

上をはかることであると考える。そのためにはどぅすればよいかということであるが、ただ単に、

パスの練習、シュートの練習、ドリブルの練習をすればよいというものでもない。そこには、ゲー

ムの感覚が得られるような実戦的で、しかも、一人の生徒がボールをさわれる、シュートが打てる、

パスができる、ドリブルができる機会が多い練習が必要となる。

そんな頃、バスケヅトボールの大会に審判員として参加した時である。ある県の方から、 1枚の

コピーをもらった。それには、ストリートバスケットポールの方法、ルールが聿かれてぃた。半分

のコートを使い、 3対3で行い、ゲーム化してあるものであった。それと、ハーフコートバスケヅ

トボールという本を手にして見た時である。これなら何とか授業で使えそうだと感じた。それはー

人がボールにさわれる回数が多く、個人技術の練習にもってこいのものであり、また、たいへんお

もしろそうであった。このようなきっかけで、ハーフコートバスケットボールを一年生女子のバス

ケヅトボールの授業に取り入れてみようと考えた。
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Ⅱ.ねらい

一年生女子のバスケットポールの授業では、生徒一人一人がシュートが入うた喜びを味わい、バ

スケツトボールは楽しいスポーツであるとの思いをもたせたいものである。そのためには、運動技

能の高い低いにかかわらずたくさんボールにさわれ、シュートかできる機△が多くなることが必要
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となる。ハーフコートバスケットボールは、・ボールにさわる回数が多い。・シュートを打っ機会

がたくさんできる。.動きやすぃ。・守り方、攻め方がよくわかる。など、バスケットボールの基

本が集約されてぃる。ハーフコートバスケヅトポールを行っていくことにより、中学校一年生の段

階での一人一人の個人技能、ゲーム感覚がよく養えると考え、授業を実践した。

Ⅲ. 授業の実際

生徒の経験

一年生女子の小学校でのバスケットポールの授業経験をアンケートで調査した。

80名調査人数

・小学校での授業経験は

したことがある

したことがない

行った学年

昇

・部活の経験は

22名し九

58名していない

.バスケットボールはおもしろいですか。

75名おもしろい

5名おもしろくない
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80名

0名

7名

26名

54名

70名

3年

4年

5年

6年

以上のことから、事前の生徒の実態は、全ての生徒が小学校での授業経験があり、また、25%

の生徒が部活の経験をもっている。現在も部活動を行っている生徒は8名である。そして、大半

の生徒が、バスケットボールはおもしろいスポーツだと思っている。

(重複している)



2.単元指導計画

表1

時間

①

学習事項

一年女子バスケットポールの学習指導

バスケットボール

について

③ 個人技術練習1

一斉指導

バスケットボールの生い立ち

リソグの高さ等の説明

シュート20本

ドリプル練習

ドリブル

ノくス

ドリブルキープ

ビポヅト

ドリブルシュート

ドリブルーストヅプーシュート

台形ドリブルシュート

パスーキャヅチーシュート

4分ハーフゲーム

アソケート

説明 5つの広場

習 内

①

容

試しのゲーム

③

全 16時間

個人技術練習Ⅱ

個人指導

備

①

考

ドリブルのポイント

オリエソテーショ

ン

ハーフコートバス

ケットポール

3対 3

⑥

パスの種類

キャッチの仕方

ボールキープ

1 対 1

ハーフコートバスケヅトポールの説

明

グループ練習

ゲーム

クラス別に(各クラス3 グループ)

リーグ戦 2セット

ノ弌ス

ドリブル

①

グループ分け

ゼッケソ色番号の固定

個人のめあて

個人で練習を選択

クラス対抗ゲーム

5対5

ト・'・1

方法、ルール、記録

グループの話し合い

流れの確認

グループ 6グループ

マンツーマソディフェ

ソス

守り方の原則

審判、記録の役割分担

5対5のゲーム

ト・・
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3.ハーフコートバスケトボール

(1)ハーフコートバスケヅトボールとは

1981年に米国で生まれ九バスケットボールは、野球やフヅトボールとともに同国の国民的ス

ポーツのひとつである。郊外の家の裏庭、下町のちょった広場、公園など至るところにバスケ

ヅトリソグがあり、子供から年配までが年中プレーしている。 した風士の中で育っ九のがこう

ストリートバスケヅトボールである。ストリートバスケットポールは、 3人対3 人という少人

数で、普通のコートの半分ののスペースにバスケヅトリングがーつぁればどこでもプレーが可

能である。これを、方法、ルールなどをきちんと体系化したものをハーフコートバスケットボー

ルとしている。特徴は、 3対3で行い、攻撃と防御がポールの所有権としてはっきり区別され

ている点である。

(2)ハーフコートバスケヅトポールの方法、ルール

表2-1

藤 村 昇

0メソバー

3対3のゲームを行う(途中で交代)

0時間

(交代は 3分で)6分ハーフ・・・前半 6分後半 6分

時計は止めない。

0オフィシャル

計時係記録係得点係 1人2人1~2人審判 2人

0方法・ルール

・ゲームスタート

セソターラインの向こう側から、オフィシャルよりボールを受け取りスタートする。こ

れを「ゲームスタート」という。ディフェンスは、センターラインを越えてはいけない。

オフェソスは、セソターライソを越えるまではトラベりソグしても構わない。

『試合開始はジャソケソで先攻を決める。』

・バイオレーショソ

ディフェンスがポールを得て、ゲームスタートヘ。

アウトオブバウソズの場合、どちらの場合でもゲームスタートヘ。

ハーフコートバスケヅトボール

HALFCOURRT ψ BASKETBALL

・ヘルドボール

ジャソケンでボールの所有を決める。どちらの場合でもゲームスタートヘ

・イソターセプト(ボールを取ること)

ディフェソスがイソターセプトやスティール等でボールを得たら、ドリブルやパスでセ

ンターライソを越せぱ、折り近しすぐ攻撃できる。

・3秒ルール

3秒ルールはありません。

.ファール

総てのフフールに 1点を与え、なおかつポールを与えゲームスタートヘ。バスケヅトカ

ウソトの場合は 3点を与え、ディフェソスポールとなりゲームスタートヘ。
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・シュートその後

入らない時^オフェソスがバウソドを取ったら、そのまま続行。ディフェソスがバウ

入った時^審判は笛を吹いて入った事をアピールする。攻守交代となり、ディフェ

0コ

一年女子バスケヅトボールの学習指導

ソドを取ったら、ボールをキープした時点で審判は笛を吹いてプレーを

止め、ディフェンスポールでゲームスタート。

ソスボールでゲームスタート。

ト

ゲー トj也域

0体育館の使い方

※ ライソから出たらゲームスタートヘ

シュートが入ったらゲームスタートヘ

ケ'ーム

ゲームス

(3)ハーフコートバスケヅトポールの実践

①オリエンテーショソ

16時間の指導時間のうち 1時間を使って、教室でのオリエンテーシ,ソを実施した。オリ

エソテーショソは、その単元をスムーズに進めて行く上で欠くことのできないものである。

それを単元のどこでもってくるかであるが、本単元ではじめてハーフコートバスケットボー

ルを取り扱うために個人技術練習のあと、ハーフコートバスケットボールを扱う直前にもっ

てきた。

内容は以下の通りである。

なぜハーフコートバスケヅトボールを行うのか。そのねらいの確認。

ストリートバスケットボールの話。

地域

ト地域

口計"
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ハーフコートバスケットボールの方法、ルールの説明。

記録用紙の説明と記入方法

班長、副班長の決定

個人ゼッケソの番号の固定

次時の練習内容、'ねらい、役割分担の決定。

ハーフコートバスケヅトポール 3対3

学級、グループ編成、 1時間の流れ、ゲーム1慎は、以下の通りである。

学級、グループ編成

4組 42名)(1、 2組 40名2クラス合同の体育学級 3、

1グループ 6~7名クラス毎に3 グループ

1時間の流れ

5分説明

グループ練習 15分

(6分ハーフのゲームを2ゲーム)25分ゲーム

反省 5分

ゲーム順

トずつ使用し、 3チームでりーグ戦クラス別に 1 コー

2 セヅト実施3時間で 1セット、

D- E (F)A- B (C)

B -C (A) E - F (D)

F - D (E)C -A (B)

(一時間目)

はじめて行う九めか、あるいは、方法、ルールがのみこめていないのか、最初のゲーム

はプレイヤー、審判ともにまごまごしていてうまく進行できなかった。終り頃になって、

少しずつスムーズに行くようになった。ゲームの様子を見ると、マソツーマソディフェソ

スができなく守り方がわからない状態であっ九。

(二時間目)

マソツーマソディフェソスのインラインの原則について説明した。ゲームの進行は、う

まく行くようになってきた。生徒九ちが意識して練習したせいか、マソツーマソディフェ

ンスの守り方がよくなってきた。

(三時間目)

方法などがしっかりのみこめ、楽しく取りくみ始めた。パスをもらいに近づくケースが

多くなり、中にか九まる傾向がでできた。

(四時間目)

コートを広く使うと、パスがうまくつながり、プレーに広がりができることを説明し九。

パスをもらいに行くことが少なくなり、ポールにさたまるそとがなく、ゲームに広がりが

②
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でて、うまくパスが通るようになってき九。

(五・六時問目)

動き方、パスアソドラソにっいて説明した。ハーフコートバスケットポールに慣れてき

たせいか、りズムがよくパスがつながり、タイミングよくシュートがうてるようになって

きた。ま九、すぱらしいプレーが出るようになってきた。

表3 記録表

ハーフコートバスケヅトボール 1時間目

一年女子バスケットボールの学習指導
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Ⅳ.まとめにかえて

ハーフコートバスケヅトボール3対3は、バスケットポールに含まれている全ての要素をもちあ

わせてぃる最小単位のゲームである。それは、一人一人を自分は何かをしなければならないような

状況に追い込んで行き、そして、ボールを持ってパス、ドリブル、シュートをしなければゲームが

成立しないような場面を多く作り出すものである。表4は、ハーフコートバスケットボールを終了

直後のアソケートの結果である。

(80名)表4 ハーフコートバスケットボールを終えて

藤 村

ハーフコートバスケッ

・おもしろかった

どんなところが

昇

トボールはどぅでし九か。

78名

おもしろくなかった

どんなところが

2. どんなところがよかったですか。よくなりましたか。

31名攻めと守りがはっきりしている。

33名動き方がわかった。

30名全体が見えるようになった。

どんなところが困りましたか。

37名シュートができなかった。

如名ルールがわかりにくかっ九。

ポールに九くさんさわれた。パスができ九。自分が活

躍できた。ふつうと違ったバスケットだった。

2名

ルールがわかりにくかった。ボールを取っても続けて

できない。

3

以上のように、ほとんどの生徒がハーフコートバスケットポールは、おもしろかったと答えてい

る。その理由として,ボールに九くさんさわれた、パスができたことをあげている。

中学校一年生女子の発達段階で、楽しく、おもしろくゲームができ、個人技術を高める上で大切

なポールにたくさんさわれることができるハーフコートバスケットポールは、効果のある教材であ

ると考える。しかし、ゲームの方法、ルール、記録の仕方については不備な点が多く、今後改良を

加えて行きながら、ハーフコートバスケットポールを活用していきたい。
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